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＜連絡事項＞
・7/22(月)、7/24(水)、7/30(火)にそれぞれ看護グループ研修があります。詳細はWIZ掲示板に掲載されていますので、各自確認し対象者は参加するようにしましょう。
・本日特別法人研修(嚥下リハサポート研修)のビデオ研修があります。前回参加出来なかったスタッフは参加するようにしましょう。
＜患者様連絡事項＞
・小澤　和子様～発熱無いが、鼻汁等続いている為、主治医へ報告しPL配合顆粒　3P　3×毎食後　3日分(本日昼から)処方となっている。

・吉島　知寿子様～今朝より体温37.4℃、トローチ・湿布2P・下剤の希望あり。主治医へ報告し、オラドールトローチ15錠1日3～6回1回1個・ハップスター2P・センナリド2T　1×便秘時　5回分処方となっている。
・米内　勲様～持参薬の抑肝散が昨日夕分で処方となっている。主治医へ確認し飲み切り終了でよいとの事。又、昼過ぎに至急採血の結果来ているが、CK：1508と高値あり、主治医へ報告し、経過観察の指示。
・細越　勝男様～臨時薬のフロセミド(40)1T　1×朝が20日分迄で処方切れとなる。主治医が研修出張などで次回出勤日7/22(月)の為、田名部Drへ報告し、7/21(日)、7/22(月)分を同内容で処方して頂いている。

・工藤　恭子様～今朝、頚部の後屈見られ、朝食時汁物などでのむせ込み見られていた。栄養スタッフへ相談し昼から汁トロミへ変更となる。昼の食事摂取量はメイバランスミニ2本分・寒天ゼリー1個のみ。再度栄養スタッフへ相談し、本日夕からミキサー(ハーフ食)・副食ミキサー、エプディッシュ各食2/3本ずつへ変更となる。
・見付　幸一様～本日経管栄養チューブ交換日にて主治医より指示頂き、施行している。又、午後栄養スタッフより相談あり。褥瘡の状態は改善傾向だが、7/1の採血結果で栄養状態の数値が徐々に下がっている為、経管栄養の内容を変更したいとの事(主治医にも相談済み)。現在インスロー(1-1-1-1-1)・白湯(100-100-100-100-フラッシュ)としているが、栄養スタッフと相談の上、メイバランス1.5(300㎉/本)(1-1-1-1)・白湯(150-150-150-150)へ変更となる(7/23～)。変更に伴い、今まで経管栄養流入後に白湯を流していたが、経管栄養30分前に白湯を流し、その後、経管栄養開始するようにとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後各1時間の開放観察中。11:00入室前に「10時、お茶。」と訴え繰り返し、説明にも了解悪さあり。入室の際にも拒否・抵抗強く、スタッフの介入要している。入室後もドア蹴り見られている。昼食後からは徐々に落ち着いている様子。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。苛々感や幻聴に関する訴えは無い。時に特定スタッフに衣類要求あるが、都度説明・対応にて落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。深夜帯37.9℃の発熱あり、クーリング実施。日勤帯は10時体温37.1℃で経過。経管栄養トラブル無く施行。手背の浮腫あり、ミトンは外して様子見ているが、NGチューブ弄りは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。深夜帯で便失禁あり、車椅子乗車し過ごすが、危険行為や妄想発言は無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～14:30来詰され、頭痛・鼻汁訴えあり、体温37.5℃、風邪薬希望あり。主治医へ報告し、PL配合顆粒3P　3×毎食後　4日分(本日夕から服用)処方あり。
＜要注目患者情報＞
・寺井　恵利子様～深夜帯にて私物要求頻回さあり、衣装ケースを本人に確認して頂いているが、衣装ケースより私物を殆ど持って行く事あり、再三説明にて了解され、必要なもの以外は返却している。来詰しては訴えの多さはあるが、不穏・興奮は無い。

・澤田　七太郎様～血糖測定3検で昨日迄BS:500以上でDrコールの指示だったが、準夜帯にて夕食前血糖値527㎎/dlと高値あり、当直医へ報告しBS:400以上でアピドラ注4単位皮下注施行の指示へと変更となり、実施。19:00血糖値330㎎/dl、再度報告にて経過観察の指示。本日日勤帯では血糖値は200～300台で経過。服薬時に一時的に拒否あるが、説明にて内服出来ている。帰宅要求聞かれるが、易怒性・粗暴性は無い。
・米内　勲様～昨日他室侵入・介入の易怒性・興奮見られ、15:45に不穏時クエチアピン(25)1T内服した経緯がある。夜間は良眠。本日は他室侵入・徘徊続いているが、不穏・興奮は無く経過。引き続き、精神症状や行動観察を行い、トラブルのないよう介入していく。
・細越　勝男様～深夜帯体温37.4～37.2℃。日勤帯では36.7℃へ解熱している。食事は各食介助にて1/2～1/3摂取。痰絡み見られている。下肢の浮腫は軽減傾向だが、体幹は持続。排便-5日目の為、継続指示のセンナリド2Tで対応行っていく。
・工藤　恭子様～深夜帯体温37.5℃。日勤帯では体温37.0℃へ解熱。昨日排尿の間隔が空く事あり、1日トータルのIN・OUTを測定始めている。今朝頚部後屈見られ、むせ込みもあり、朝食は数口で中止している。栄養スタッフへ相談の上、昼から汁・メイバランスミニにトロミをつけてもらっているが、摂取量はメイバランスミニ2本・寒天ゼリー1個となっている。再度栄養スタッフへ相談し、本日夕からミキサー(ハーフ食)・副食ミキサー、エプディッシュ各食2/3本ずつへ変更して頂き、様子を見る事としている。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・来週金曜日は安ヶ平Dr出張にて不在の為、24日に定期薬の処方箋を持参予定の為、入力し薬局へ処方箋を下ろして下さい。
・石橋　佐太史様～本日から臨時薬でオランザピンとリボトリールが就寝前で追加。次週から定期となる。
・和田　昌様～ハロペリドール9㎎→6㎎へ変更となる。就寝前のオランザピン20㎎→10㎎へ減量。
・中居　松男様～精神症状落ち着いていればオランザピン減量予定。8月の定期採血に血中濃度(バルプロ酸Na)施行の指示。
・野田　敏治様～次回外出泊から単独可能。次回定期からエンシュアリキッド中止。
・中居　松男様・河原木　泰志様・藤井　崇史様～処方変更無し。
